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ム

ス
・
メ

ー

ト

ラ

ン

ド
．

バ

ル

フ

ォ

ア

ご

ゾ

ロ

ン

シ

ュ

夫
人
と

の

第
亠

ハ

子
・

箆
三

男
ご

し

て
フ

ラ

ン

シ

ス

は

天
五

葦
±
月

＋
日

に
エ

ヂ

ン

バ

ラ

に

伴

れ

た

り
。

父
は
一

入
五

四

年
マ

デ

イ
・
フ

「

航

し
、

肺

患
を

療
養
し
た

り

し

も
一

入

五
⊥

ハ

年
に

三

十

六
歳

に

て

他

界
の

人
ご

な

b
セ
も
。

故
に

敖
育
は

全

く
母

の

手
に

て

な

さ

れ

た
り
。

母

は

子
供
の

遺
傳
的
の

髀

質
を
改

良
せ

ん
ぐ
、

て

博

物
學
を

奬

勵
し
た

り
。

子

供
は

蝶
や

鳥
に

對

す
る

興
味
の

外
、

化
石

を
非
常
に

好
む

樣

に

な

り

し
は

全

く

家
の

前
の

砂

利
の

中

に

介
類
の

化
石

の

存
せ
・
し

に

起

因
せ

り
。

フ

ラ

ン

シ

ス

七・
入

歳
の

頃

誕

生
の

覗
こ

し
て

最
ら

喜
び

た
る

は

化

石
入

れ

の
焼

相

な
」

リ
・
し

由
o

　
フ
・
フ

ン

シ

ス

は
左

利
な
る

こ

主
マ
し

他
の

原
因
よ

り

し
て

字
を
書
く
こ

ご

に

困
難

を

戚
じ

、

小

學
よ

b

中
學
圭

で

は

學
業
他
の

生
徒

に

劣ゴ
b
．

爪

†

凡

な
b
・
し

な
bO

　
翩

八
六
五
年
（

十
四

歳
）

に
・
し

て
『

ハ

ロ

」
準
備
學
校
に

入

り
、

勅
め

て

誤

外
に

樽

物
學
の

諱
義
實
習

等
を
な

し
、

休
業

中
に

は
鋼

ジ

バ

ー

の

海
岸

を
ド
レ

ッ

ヂ

に

て

綵

集
を

試
み

動
物

學
上
の

智
識
を
得
た

る

こ

ご

少
か

ら
す
。

）

秀

　
一

八

六
八
年
へ

＋

七

歳
）

に

て

石
炭
に

就
て

の

論
文
を

書
き

賞・
｝
し

て

顯
徼

鏡
を

得
た
り
。

　
一

八
七
〇

年（

十

九

歳
）

に

て

『

ケ

ン

ブ

リ
。

チ

』

大
學
の

入

學
試

驗
に

及
第
し
て

特
待
生
ご

な
b
、

發
生

を
研

究
す

、

切
片

を
切
る

こ

ご
、

圖
を
か

く

こ

ご

大
に

無
器

用
な

り
む
も

漸
々

進
歩
む
だ

b
。

　
鬯

八
七
＝

卑
（

二

十
一

歳
）

に
て

毋
和

失
ひ

精
紳

的
に

大
な

る

打
撃
を

受
け
釜

奮
勵
し

た

り
。

マ

イ

ヶ

ぞ
フ

ォ

ス

タ

ー

は

鷄
の

　
冒

八
七
三

年

三
＋
二

墜
に

フ
ィ

ン

ラ

ン

ド

に

旅
行

6
て

夏
秋
を

募
し

、

＋
二

月
に

卒
業

試
驗
を

受
け「
ニ

ゥ

エ ，

ぞ

↑
チ

ン

（
・

ジ
・

ン

ス
．

ホ

ブ

キ
一
ノ

ス

』

の

生
理

學
の

敷

授
こ

な
り

む
入
）

が

ご
潘
で
バ

ル

フ

ォ

ァ

は

二

番
で

卒
業
ε

た

b
。

交

章
の

充
分
に

書
く
こ

ご

出

來
ざ

る

爲
に

試
驗
に

は

常
に

戒

績
良
か

4
ざ
り
・
し

由
。

直
に

ナ．
痢

ジ

に

行
く
。

　
欟

八
七

颶
年
（

二

十
三

歳
）

の
⊥

ハ

月
ま

で
引

ボ

列
に

て

鮫
類
の

發

生
を
研
究
し

發

見
せ

る

新

事
實
多
し

、

入

月
に

は
。へ

〆

列

。

刻

ト

の

英
國
科

學
會
に

出

席
・
し

て

其
の

結
果
を

發
表
・
し

、

多
く
の

人
を
驚
炉

せ

ら
。

十

月
に

『

ト

リ
コ

チ

i
』

大
學
の

特
待
研
究
生
こ

な
る
o

薩
に

南
米
に

赴
き

保
養
す

。

　冂
尸

（
七
五

年ハ
ニ

十

四

戯

あ
二

月

南
米
の

南
端

を
廻

航
し

て

英
國
に

逹
し

、

三

月
再
び

ち
司
碧

に

行

き
五
月

ま
で

滯
在

、

入

月
再

び
フ

ィ

ン
．

フ

ン

ド

に

旅

行
こ

、

＋

漏
は．
初

め

て

講
義
を

な

す
。

講
義

は

雄
辨
な
4
す
ご

雖
こ

も

思

慮
に

富
め

る

人
の

爲
し

得
る

も
の

な
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り

し
〇

　
一

八
七
六

年
へ

二

十

五

歳
）
の

四

月
三

度

司
ポ

則

に

遊
び
、

鮫

類
を

研
究・
ー・

夏
婦
途
プ

ー

花

プ
ス

を

逋
 

攀
山
の

意
勃
々

ご
・
し

て

起
る
。

十

月
よ

り

動

物
形

態
學
の

講

義
を

な
ず
。

冬
の

休
み

に

ほ

ギ

リ

弘

ヤ

に

遊
べ

b
。

　

…
ー
…

　
儒

八

七
七

年
（

二

十

六

巌
）

十

月
に

新

敷
室
に

移
る

、

多
休
み

を
シ

・

り

i

島
の

ラ

グ

ー

ザ

に

暮
す
。

　
一

八
七
八
年
（

二

＋

七
歳
）

の
一

月
シ

・

ヲ

島

よ
ち

歸
ら
、

鮫
類
の

大

著
を

終
り
、

皇
立

學
會
の

特
待
研

究
生
に

擇
ば
れ

講
義
及
自

　

身
の

研

究
の

傍
「

比

較
發

生
學
』

の

大
著

に

ご
b
か

ー

る
。

二

年
に
・
し

て

錆
】

卷

出
す

、

即

ち
一

八
入

○

年
（

二

十

九
歳
）
の

こ

き

な

り
o

其

後
ス

ヰ
ッ

ツ

ル

に

行
き

初
の

て

ア

川

ブ

ス

に

登
る
）

　
一

八
八
陶

年
へ

三
＋

礒
・

第
二

卷

成
る
。

『

グ

ラ

ス

ゴ

」
・

大
學
よ

り
LLD

の

名
譽
學
位
を

得
、

皇
立

學

會
よ

り

は

賞
牌
を
授
け

ら

る
Q

夏
再
び

ア

ル

プ

ス

に

登
る

。

冬
休
み
に

は
メ

ッ

シ

ナ

の

ク

ラ

イ

ネ
ン

ベ

ル

ク

を
訪
ふ

。

蓋

む

前

年
に

於
て

『

比

較
發

生
學
』

の

著

に

熱
注
せ

し

爲
め
−

疲
勞
を

警
せ

ん

亨
し

た
る

な
り
。

然
る

に

カ

プ
ーー

島
に

弟
子
の
ゴ

ヨ

い

ド
、

ウ
∵

図
の

腸
チ

ブ

ス

の

爲
に

病
床
に

呻

吟
す

る

を
聞
く

や

彼
の

母

奈
る

ま
で

自
身
の

危
險
を

省
み
す

看

護
し

た

bG

　
一

八
八
二

年

三
十
冖

歳
）
の

初
め

此

看

護
よ

り
・
し

て

病
原

を

得
て

自
ら
腸
チ

プ

ス

ご
育
．

も
、

重

症

な
り
ら

も
、

順
賞
の

經
過

を
經

て

春
は

副
，

朔

眉
副

及

び

海

峽

諸
島

に

遊
び

、

五

月

に

は

動

物
形

態
等
の

講
義
を
な
せ

り
。

時

に
、

オ

ッ

ク

ス

7
オ

ー

ド
』

及
び

『

エ

ヂ

ン

バ

ラ
一［

大
學
よ
h

招
塒
せ

ん

ご

の

運
動

盛
な

り

し
へ

同

辭・
し

て

母

竣

に

留
る

。

母

校

は

止

む

を
得
す

彼

の

爲
の

一

入

入
三

年
よ

り

動

物
彫

態
學
の

講
座

を

設
く
る

こ

ご

に

可
决
せ

り
、

⊥

ハ

月

初
の

ア

ル

プ

ス

に

行
き

、

前
二

回

展
ひ

だ

る

ヨ

ハ

ン
・

ぺ

ー

ト

ル

ス

な
る

弼
力

を

供
に

シ

ャ

モ

ニ

ー

に

渉
み

、

ペ

ン

ツ

レ

ー

の

臼
針、
エ

ー

ギ
ュ

イ

ユ

・
プ

ロ

ソ

ン

ユ

）

を

讀
ん

で

其

瞼
を

探
ら
ん
こ

す
、

此
一

角
は

蓋
し

未

だ

誰
も

成

功
・
し

た

る

も
の

に

非
す

。

七
月
十

入
日

午

後
め

ー

ル

マ

イ

ヤ

ー

よ

り

三

日

聞
の

食
糧
を

脊
に

し
彊

力
ご

共
に

出
で

翌
十

九
日

に

或
る

歸
を
下
る

匸

き

彊

力
の

足

滑
り

た
る

爲
め

其
ざ

も
ろ

共
バ

ル

フ

ォ

ァ

も

引
き

落
3

れ
、

岩
角
に

頭
骨

を
三
ヶ

所
穿
た

れ

頸

椎

も

亦
嫉

ら
れ

て

あ
．

』

れ
ブ

レ

ス

子

ー

氷

河
の

上
に

冷
弐

躯
ご
・
し

て

見
出
れ

た

り
o

入

月
五

日

ホ
非
ソ

チ

ン

ガ

ム

に

て

葬
式
あ
b
、

同

時
に

大
學

に

て

も

式
あ
り

た

り

　

彼

物
め

て

大
ポ
リ

に

行

く
や

唱
昭、
／

彼

を
讃
じ
て
．
〜

簽
二

雪
2
三「一

二
＝、
乞
．、

（

眞
の

科
學
的
の

腦
髓
）

ご

呼
べ

り
。

蓋

む
彼
は

幼
時

Jb

自
然
を

研

究
す
る

の

念

に

厚
く

、

地
質
に

風
俗
に

、

外

國
語

に
、

生
物
に

皆

興

味
を

有
乙

だ

る

な
り
。

女
六
尺

、

體
質
強
壯
な

ら

す
常
に

攝
生

に
台
心

な
か

り

こ

爲

螢
砌

め
f

學
業
に

堪
へ

得
た
り

む

な
り〔、

　

我

邦
に

て

は

箕
作
漱
授
は

親
む
く

バ

ル

フ

ォ

ア

に

學
ば
れ

、

英
國
に

て

は
セ

ッ

ヂ
ュ

ウ
．

ッ

ク
・

バ

ー

カ

r
の

如
き

米
國
に

は
ボ

ス

ボ

ー

ン
・

ス

コ

ッ

ト

の

如

き
弟
子

を
有
す

．、

此

隕
星

的
の

動
物

學

者
も

亦
自
ら

石

を
磨
て

王
こ

な
せ

る

も
の

に

て
、

天
才

的
の

も
の

に

非
す
G

然
し

此
簿
を

讀
む

も
の

彼
の

如
何
に

玉

ご
ハ

ー5

る

に

熟
心

な
り

む

か

を
知
る

ご

同
時
に

バ

州

フ

ォ

ァ

だ
る

を
得
ば

若
む

其
の

壽
に

十

數

年

を

縮
む
ご

擘
、

も
怨
む

所
な

き
の

撃
抱

窪
。
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